
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路市議団だより 市民が主人公 

発行：日本共産党議員団 http://jcpksigi.com/ 

釧路市役所本庁舎２階  TEL・FAX 0154-23-5212 
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2 月 28 日 
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子育て世帯にも高齢者にも「冷たい市政」 
～暮らし応援「ゼロ」の令和６年度予算案～ 

 ２月１６日発表された釧路市令和６年度予算案。市民の苦しい生活には目を向けず、国が実施しなければ何も

やらない「冷たい市政」です。そんな予算案に対して、共産党議員団は西村議員が７０分の代表質問を行います。

時間をフルに使い、「福祉灯油・補聴器購入助成・給食費無償化」の実施を市長に迫ります。ご期待ください。 

共産党議員団が頑張って実現への道をつくった施策 

❶大楽毛・音別地区に津波避難施設整備 

 新たに大楽毛の老人福祉センターと音別福祉保健センターに、

津波避難タワー（収容人員は大楽毛 460 人と音別 940 人）建設

が提案されました。大楽毛では、大楽毛４丁目の複合施設、消防

大楽毛支署・分団庁舎も含めハード整備が大きく進みます。 

❷学校や公共施設に洋式トイレ整備 

 新陽小学校は男女 20 基の和式を様式にします。また、清明小・

青葉小・共栄中にはバリアフリートイレを新設。車いすでも利用

可能な多目的トイレです。また、「まなぼっと大ホール」トイレも

女性用和式５基が様式４基に改修されます。市民団体から強く要

望されて、共産党議員団も繰り返し求めてきたものです。 

❸介護保険料値上げストップに「基金」１２億円活用 

 介護報酬引き上げ、被保険者の減、給付費の増などがあり保険 

 

料の引き上げが焦点でした。３年間で１２億円の基金を投入する

ことになり（前回は６億円）、月額保険料は１２０円の減額になり

ます。 

 
物価高騰に苦しむ市民に更なる負担を押し付け、 

急ぐべき施策は「急がない」？ 

●７億円の国保基金は活用しないで国民健康保険料を値上げす

る。市町村の保険料統一に向けて更なる値上げが心配です。 

●後期高齢者医療保険の保険料率は、均等割も所得割もアップし

保険料が上がります。均等割額（51,892→52,953円）、所得割

率（10.98％→11.79％） 

●能登半島地震を踏まえた対策がみあたらない。想定を超えた被

害を念頭においた計画・対策が必要です。 

●すべての小中学校の教室にエアコンを設置する予算がない 

安保法制違憲道東訴訟報告会 

２月２０日（火） 

午後３時～４時３０分 

道東勤医協会館２階 

２月１６日（金）に判決が言い渡されます。
今後の対応について、釧路、帯広、北見の３
つの会場をつないで報告会を開催。多くのみ
なさんの参加をお待ちしています。 


